
１．概要

令和５年１１月１９日（日）に全線暫定２車線で開通した中勢バイパスの開通６カ月後の

交通状況及び開通後の整備効果についてお知らせします。

２．開通後の交通状況

◇開通区間の交通状況（６か月後）

・周辺道路から中勢バイパスに交通が約２割転換

◇大型車交通の転換

・国道23号の大型車が約１～２割減少。中勢バイパスに大型車交通が転換

３．開通後の整備効果

◇物流の効率化

・開通区間の利用により、輸送時間が短縮し、輸送経路の速達性が向上

・大型車の交通分担の進展、物流事業者の事業効率化に寄与

◇交通環境の改善（通学路の安全性向上）

・開通区間周辺で通過交通が約５割減少、大型車交通が約４割減少

・開通区間周辺で通学路の安全性向上を実感

◇交通環境の改善（バスルートの定時性向上）

・開通区間周辺でバスルートの速度状況が改善し、定時性が向上

４．配 布 先 三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ、

津市政記者クラブ、鈴鹿市政記者クラブ、松阪記者クラブ

５．問い合せ先 国土交通省中部地方整備局 三重河川国道事務所
も う り いさむ にしだ かずひろ

副所長 毛利 勇 計画課長 西田 和宏

電 話 059-229-2220

ホームページアドレス https://www.cbr.mlit.go.jp/mie/

令和６年７月２５日

道路の異状を発見したら・・・道路緊急ダイヤル （通話料無料・２４時間受付） 

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
地域の明日へ、地域とともに。

ちゅうせい すずか やすづか

国道２３号 中勢バイパス（鈴鹿（安塚）工区）

開通６カ月後の交通状況および開通効果
23

開通区間：国道23号 中勢バイパス 鈴鹿（安塚）工区

三重県鈴鹿市北玉垣町～野町 約２．８km

開 通 日：令和５年１１月１９日（日）

み え すずか きたたまがきちょう のまち

【別紙１】

【別紙２】

【別紙３】

【別紙４】

【別紙５】

【別紙６】



鈴鹿（安塚）工区
2.8km
令和5年11月19日開通

国道23号
中勢

バイパス
【33.8km】

津(河芸)工区
0.9km
平成24年3月開通

松阪工区
2.8km
平成19年4月開通

津・松阪工区
3.9km
平成24年2月開通

津(野田・神戸・久居)工区
6.0km
平成27年2月開通

鈴鹿(稲生)工区
1.8km
平成26年3月開通

鈴鹿・津工区
2.9km
平成31年2月開通

津(河芸・河辺・野田)工区
10.4km
平成18年5月開通

至 伊勢

至 名古屋

鈴鹿(御薗)工区
2.3km
平成17年12月開通

み え す ず か きたたまがきちょう

起 三重県鈴鹿市北玉垣町

終 三重県松阪市小津町
み え まつさか おづちょう

す ず か のまち

鈴鹿市野町
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鈴鹿市役所 ◎

三重県庁◎

津市役所◎
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一志嬉野IC
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中勢バイパスの概要 別紙１

○国道23号中勢バイパスは、三重県鈴鹿市北玉垣町から松阪市小津町に至る延長33.8kmの

バイパスです。

○鈴鹿（安塚）工区の開通により、中勢バイパス全線（33.8km）が暫定２車線で開通しました。

ちゅうせい すずか きたたまがきちょう まつさか おづちょうみえ

■開通区間の位置図・状況

：中勢バイパス
暫定開通 R5開通区間 【鈴鹿（安塚）工区の開通記念式典の状況】

R5.11撮影

国道23号中勢バイパス

三重県

暫定開通

至 名古屋 R5.12撮影

至 伊勢



31,100 29,300 28,200 

8,200 6,800 6,600 

11,900 
8,300 8,200 

11,600 12,700 

51,200 56,000 55,700 

0

20,000

40,000

60,000

開通前 開通

1ヶ月後

開通

6ヶ月後

国道23号 上野鈴鹿線 末広東稲生線 中勢バイパス

交
通
量
（台/

12
ｈ
）

交通状況① 開通区間の交通状況（６カ月後）
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鈴鹿(安塚)工区
令和5年
11月19日開通
延長2.8km

鈴鹿市

○中勢バイパス鈴鹿（安塚）工区の交通量は、約12,700台/12h。

○並行する国道２３号現道の交通量は、約28,200台/12h（約１割減）、末広東稲生線は約

8,200台/12h（約３割減）、上野鈴鹿線は約 6,600台/12h（約２割減） し、中勢バイパ

スに約２割の交通が転換しました。

■開通前後の交通量の変化（A-A断面）

出典：交通量調査結果
開通前R5.10.11 開通１ヶ月後R5.11.28 開通6ヶ月後R6.5.22

※国道23号の交通量は、R5「南玉垣町南交差点」、R6「南玉垣町交差点」

A

A

■中勢バイパスの利用状況

北玉垣町交差点

白子町交差点

白子三交差点

稲生三丁目
交差点

野町交差点

至 名古屋

至 伊勢 至 伊勢
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2
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：中勢バイパス暫定開通 R5開通区間

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

道伯４交差点

忍山神社北交差点

中勢バイパス
鈴鹿市末広北

12,700/12ｈ

国道23号【現道】
鈴鹿市江島町

開通前と比較して

約１割減28,200台/12ｈ

至 伊勢

下り 伊勢方面（R6.7）

上り 名古屋方面（R6.7）

至 名古屋

出典：交通量調査結果
R6.5.22

至 伊勢

至 名古屋

末広東稲生線
鈴鹿市桜島町

開通前と比較して

約３割減8,200台/12ｈ

（一）上野鈴鹿線
鈴鹿市桜島町

6,600台/12ｈ
開通前と比較して

約２割減

別紙２

微減

微減

微減

南玉垣町交差点

約２割

約８割
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交通状況② 大型車交通の転換 別紙３

○中勢バイパスの総交通量は開通前後で変化がない中、大型車交通量は約１～３割増加。

○同様に、並行区間の国道２３号現道も総交通量に変化がない中、大型車交通量は約１～２割減少。

○鈴鹿（安塚）工区の開通により、国道23号から中勢バイパスに大型車交通量が転換しました。

＜平日＞

至 伊勢

津市
鈴鹿市

松阪市

鈴鹿市役所◎

三重県庁◎

津市役所

◎ 鈴鹿IC

津IC
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至 名古屋

鈴鹿(安塚)工区
令和5年11月19日開通
延長2.8km

久
居
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■国道23号現道の交通量の推移（観測地点②）

交
通
量
（台/
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ｈ
）

交
通
量
（台/
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ｈ
）

＜昼間＞ ＜夜間＞

大型車
約１割減少

■中勢バイパスの交通量の推移（観測地点①）
＜昼間＞ ＜夜間＞

交
通
量
（台/

12
ｈ
）

交
通
量
（台/

12
ｈ
）

観測地点①観測地点①

観測地点②観測地点②

大型車
約３割増加

出典：常時観測交通量（開通前：2023年3月1日～2023年11月18日の平日平均 開通後：2023年11月19日～2024年5月31日の平日平均）
観測地点①：大里睦合 観測地点②：津

※(  )：開通前の値を1.00とした場合の比率

小型車交通量
大型車交通量

大型車
約１割増加

大型車
約２割減少

小型車交通量
大型車交通量

(1.02)

(1.08)

(1.11)

(1.27)

(1.08)

：中勢バイパス
：直轄国道
：その他道路

暫定開通 R5開通区間



物流事業者（A社物流委託先）

輸送ルート

：開通前

：開通後

■物流事業者（A社物流委託先）の輸送ルート

鈴鹿市役所

津市役所 三重県庁

久居IC 津IC

松阪IC

松阪市

津市

鈴鹿市

伊勢自動車道

松阪市役所

至

伊
勢

至 伊勢

Ａ社鈴鹿工場

小津町

鈴鹿（安塚）工区
（４工区）L=2.8km中勢バイパス L=33.8km

Ａ社津工場

長岡宮ノ前

大里窪田町出口

野田東
南河路

納所町

306

163

165

12323

23

23

23

鈴鹿サーキット

北玉垣町

一志嬉野IC

：中勢バイパス
：工業団地

暫定開通 R5開通区間

166

芸濃IC

物流の効率化開通効果①

■現道の通過を回避・輸送時間が短縮!!

・中勢バイパスの開通により現道へ迂回
する必要がなくなりました。

・燃料費の削減効果もあり、今後積み重
なってトータルコストの削減につながる
と思います。

・事業の効率化につながり、中勢バイパ
ス沿線に工場立地した効果を実感して
います。今後も輸送コストを抑えられる
ことを期待しています。

■物流事業者（A社物流委託先）の意見

○中勢バイパス（鈴鹿（安塚）工区）の開通により、現道２３号利用ルートと比べ輸送時間が

短縮し、輸送経路の速達性が向上しました。

○全線暫定２車線開通により大型車の通過交通の利用路線の交通分担が進展。大型車交通の燃費削

減につながり、事業の効率化に寄与しました。

出典：ヒアリング調査（R6.1）
（物流事業者）

物流事業者（Ａ社物流委託先）

A社津工場⇔A社四日市工場（物流事業者が輸送） A社鈴鹿工場⇔A社四日市工場（物流事業者が輸送）

開
通
前

開
通
後

出典：ETC2.0プローブ情報（開通前：R5.4平日13時台平均、開通後：R6.4平日13時台平均）

中勢バイパス

鈴鹿（安塚）工区（４工区）

23

走行距離：41.5km 平均速度：40.7km/h 輸送時間：61分

Ａ社津工場

中勢バイパス

鈴鹿（安塚）工区
（４工区）

23

走行距離：14.7km
平均速度：39.9km/h

輸送時間：22分
Ａ社鈴鹿工場

中勢バイパス

23

走行距離：41.6km 平均速度：37.2km/h 輸送時間：67分

Ａ社津工場

現道へ迂回
走行距離：15.3km

平均速度：36.0km/h
輸送時間：26分

23
中勢バイパス

Ａ社鈴鹿工場

生活道路を利用

スケートパーク

Ａ社四日市工場

Ａ社四日市工場

Ａ社四日市工場

Ａ社四日市工場

Ａ社四日市工場

別紙４

開通前

開通後

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■通過交通※2の利用路線（①・②断面利用大型車)

出典：ETC2.0プローブ情報
（開通前：R5.4平日、 開通後：R6.4平日の大型車1ヶ月合計）

中勢バイパス
6,146百台（58%)

中勢バイパス
2,897台（26%)

国道23号
4,471台（42%)

国道23号
8,147台（74%)

現道の分担
約３割減少

※2：地域内エリアを発着せず、通過する交通

②

：地域内エリア※1

※1：中勢バイパス・国道23号沿線1km以内のエリアを地域内と設定

②

①

①
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開通後

開通前

交通環境の改善（通学路の安全性向上） 別紙５開通効果②

・中勢バイパスの開通により、一般道路を通過する鈴鹿の方に抜けていく大型車
が激的に減少しました。
・通学路の桜島市営住宅東交差点付近では、ひどい渋滞が収まり、大型車の流
入も減ったことで、通学路の安全性が高まりました。

■開通後実感した効果

■周辺路線の通過交通が減少!!

出典：ヒアリング調査（R6.6）

○中勢バイパス（鈴鹿（安塚）工区）の開通前は、周辺の小学校の通学路にも、鈴鹿市を通過す

る大型車等の通行が多い状態でした。

○中勢バイパス（鈴鹿（安塚）工区）の開通により、県道上野鈴鹿線は、通過交通が約５割減少

するとともに大型車交通が約４割減少し、通学路の安全性が向上しました。

（小学校関係者）

地域内※

内外
通過

約５割
減少

＜上野鈴鹿線の利用交通の変化（A-A断面）＞

（N=20,234台）

（N=8,064台）

※地域内：鈴鹿市内の交通
通過：出発地・目的地のどちらも鈴鹿市ではない交通

開通前 開通後

小型車
37％大型車

64％ 小型車
81％

大型車
19％

約４割
減少

＜上野鈴鹿線の車種別利用割合の変化（A-A断面）＞

＜開通前＞ ＜開通後＞

：中勢バイパス
暫定開通 R5開通区間

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

小学校 開通前ルート

通学路 開通後ルート

鈴鹿(安塚)工区
令和5年
11月19日開通
延長2.8km A

A

23

23

北玉垣町交差点

白子町交差点

白子三交差点

稲生三丁目
交差点

野町交差点

南玉垣町
南交差点

桜島市営住宅東
交差点

■周辺路線の大型車交通が減少!!

（N=6,532台）

（N=1,532台）

（N=7,386台）

（N=12,848台）

（N=20,234台） （N=8,064台）

出典：ETC2.0プローブ情報
（開通前：R5.4平日、開通後：R6.4平日の1ヶ月合計）

出典：ETC2.0プローブ情報
（開通前：R5.4平日、開通後：R6.4平日の1ヶ月合計）
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■主なバスルート

鈴鹿市役所

白子駅西口

鈴鹿中央病院

凡 例

バスの運行ルート

バス停

鈴鹿（安塚）工区

至

伊
勢

至

名
古
屋

23

23

鈴鹿市
鈴鹿警察

交通環境の改善（バスルートの定時性向上）開通効果③

■バスルートの速度状況が改善!! ■バスルートの定時性が向上!!

■バス事業者・利用者の声

23

・バスが時刻表通りに到着するように
なって、買い物や通院に行く時に時間
が読めるようになりました。

・開通前、国道23号の渋滞で遅延が
ありましたが、中勢バイパスの開通で
スムーズに進むことができ、今までよ
り時間通りの運行ができています。

○中勢バイパス（鈴鹿（安塚）工区）の開通により、開通区間周辺のバスルートの速度状況が改

善し、バスの定時性が向上しました。

出典：ETC2.0プローブ情報
（開通前：R5.4平日平均、 開通後：R6.4平日平均）

出典：ETC2.0プローブ情報（7時台～10時台の車両が対象）
（開通前：R5.4平日、開通後：R6.4平日）

23

出典：道路利用者アンケート調査（R6.2）

バスの遅延減少が
約５割

バスの遅延が減った
変化なし
バスの遅延が増えた

（バス事業者）

（バス利用者）

出典：ヒアリング調査（R6.1）

出典：道路利用者アンケート調査
（N=13;鈴鹿市内線利用（鈴鹿市役所））

開
通
前

7h台
8h台
9h台
10h台

バスの時刻表通りに
到着する車両の割合

バスの時刻表より遅れて
到着する車両の割合

開
通
後

7h台
8h台
9h台
10h台

鈴鹿警察 鈴鹿市役所

速度改善

46％
54％

20km/h未満 20～30km/h 30～40km/h 40km/h以上

※鈴鹿警察→鈴鹿市役所間のバスの時刻表より、ETC2.0プローブ情報で
算定した到着時間が遅れているかどうかを判定して算出

＜バスルートを利用する車両の定時性の変化＞

約２割
向上

1

開通前のバス通行状況
1

（R1.5 18時台）

開通後のバス通行状況

（R6.6 18時台）

別紙６

1

中勢バイパス

：中勢バイパス
暫定開通 R5開通区間


